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イ
ラ
ン
の
国
際
社
会
に
与
え
る
脅
威
に
関
す
る
質
問
主
意
書

一

二
〇
〇
六
年
十
月
二
日
、
テ
ヘ
ラ
ン
発
ロ
イ
タ
ー
通
信
は
、

「
イ
ラ
ン
政
府
の
エ
ル
ハ
ム
報
道
官
は
二
日
、
同
国
が
西
側
の
要
求
通
り
に
ウ
ラ
ン
濃
縮
を
停
止
す
る
こ
と
は
な
い
が
、

核
問
題
に
つ
い
て
の
交
渉
は
継
続
す
る
と
述
べ
た
。

欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
の
ソ
ラ
ナ
共
通
外
交
・
安
全
保
障
上
級
代
表
は
、
イ
ラ
ン
の
ラ
リ
ジ
ャ
ニ
最
高
安
全
保
障
委
員
会
事

務
局
長
と
協
議
を
行
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
合
意
に
は
達
し
て
い
な
い
が
、
新
た
な
協
議
は
予
定
さ
れ
て
い
る
。

同
報
道
官
は
記
者
会
見
で
『
核
問
題
に
つ
い
て
、
ア
ハ
マ
デ
ィ
ネ
ジ
ャ
ド
大
統
領
は
イ
ラ
ン
の
立
場
を
伝
え
た
。
交
渉
は

今
後
も
続
く
。
大
統
領
は
、
わ
れ
わ
れ
は
（
濃
縮
）
停
止
は
認
め
な
い
と
述
べ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
も
認
め
て
い
な
い
』
と

語
っ
た
。
」

と
報
じ
て
い
る
が
、
外
務
省
は
右
報
道
を
承
知
し
て
い
る
か
。

二

在
イ
ラ
ン
日
本
国
大
使
館
は
、
一
の
記
者
会
見
に
お
け
る
エ
ル
ハ
ム
報
道
官
の
「
核
問
題
に
つ
い
て
、
ア
ハ
マ
デ
ィ
ネ

ジ
ャ
ド
大
統
領
は
イ
ラ
ン
の
立
場
を
伝
え
た
。
交
渉
は
今
後
も
続
く
。
大
統
領
は
、
わ
れ
わ
れ
は
（
濃
縮
）
停
止
は
認
め
な

い
と
述
べ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
も
認
め
て
い
な
い
」
と
の
発
言
（
以
下
、
「
エ
ル
ハ
ム
発
言
」
と
い
う
。
）
を
外
務
本
省
に

一



公
電
で
報
告
し
て
い
る
か
。
報
告
し
て
い
る
な
ら
ば
、
そ
の
内
容
と
公
電
の
外
務
本
省
へ
の
到
着
日
、
時
、
分
を
明
ら
か
に

さ
れ
た
い
。

三

政
府
は
「
エ
ル
ハ
ム
発
言
」
を
イ
ラ
ン
の
公
式
の
立
場
を
表
明
し
た
も
の
と
認
識
し
て
い
る
か
。

四

ウ
ラ
ン
濃
縮
を
停
止
す
る
意
志
が
な
い
と
表
明
し
た
イ
ラ
ン
は
、
国
際
社
会
の
潜
在
的
脅
威
と
な
っ
て
い
る
と
政
府
は
認

識
し
て
い
る
か
。

右
質
問
す
る
。

二


